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別紙： １．仕向不能処理の流れ

▐ システム導入前 ▐ システム導入後

勘定系
ホスト

他行 群馬銀行 顧客

振込

③金融端末による
原電文照会

⑤依頼人へ連絡
(来店依頼)

⑥組戻・訂正依頼書の作成

⑧訂正入金

⑧’付替（資金返却）

⑩’受信票の仕分け

⑪’金融端末による
依頼人口座入金

他行 顧客群馬銀行

振込エラー

受信票

②受信票の紙出力
（通信電文（照会））

①通信（照会）

⑦金融端末による通信（回答）送信

⑨’受信票の紙出力
（付替）

受信票

電算センター勘定系
ホスト

振込

振込エラー

⑥PC上で組戻・訂正依頼書
の自動作成、FAX送信

⑧PC上で通信電文作成、送信
（定型文から選択）

⑨訂正入金

①通信（照会）

⑩’PC上で依頼人口座入金

②受信票の格納
（通信電文（照会））

⑤依頼人へ連絡

営業店にて、紙ベースで全て手作業

システムの支援機能を利用し
PCの画面上でペーパーレス処理

⇒事務効率化によりセンターを統合

または または ⑨’付替（資金返却） ⑩’受信票の格納（付替）
自動紐付

営業店

⑦依頼書のFAX受信

④自動振込イメージ照会

③自動原電文照会

④振込イメージ照会

紙ベースの処理及び手作業

振込管理システム

その他処理（勘定系ホスト、他行処理等）

オペレータ処理

自動処理

依頼人が来店後、
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営業店

２．被仕向不能処理の流れ

他行 群馬銀行

勘定系
ホスト

振込

④ ’金融端末による通信（照会）送信

⑨ ’依頼人
口座入金

⑤ ’通信（回答）

⑦ ’受信票の仕分け
⑧ ’金融端末による

受取人口座入金

電算センター

他行 群馬銀行

勘定系
ホスト

振込

⑨ ’依頼人
口座入金

⑧ ’PC上で付替（資金返却）

①振込エラー受信票

④自動受取人入金

④自動資金返却

④’自動通信（照会）送信

⑤’通信（回答）

⑦ ’PC上で口座照会

⑧ ’PC上で受取人口座入金

③自動口座照会

②受信票の格納
（被仕向エラー）

⑥ ’受信票の格納（回答）
自動紐付

受信票

①振込エラー受信票

②受信票の紙出力
（被仕向エラー）

③金融端末による口座照会

全エラーをオペレータが手作業で処理

定型的なエラーデータはシステムが自動処理
⇒ピーク日のオペレータ処理件数の

約75%を完全自動化

④エラーデータが
所定の条件に
一致する場合、
システムで自動
処理

④金融端末による
受取人口座入金

④金融端末による付替（資金返却）

または

または

受信票

⑥ ’受信票の紙出力
（通信（回答））

または

または

⑧ ’金融端末による付替（資金返却）

または

振込エラー
振込エラー

または

システムによる期日管理

電算センター

▐ システム導入前 ▐ システム導入後

紙ベースの処理及び手作業

振込管理システム

その他処理（勘定系ホスト、他行処理等）

オペレータ処理

自動処理



3 © NEC Corporation 2017

３．振込資金管理処理の流れ

勘定系ホスト

夜間バッチ
一括振込 出金エラー

②金融端末による入金確認

④台帳による
未入金先の
チェック

勘定系ホスト

夜間バッチ
一括振込 出金エラー

群馬銀行

①振込資金管理表

営業店

顧客 群馬銀行 顧客

③出金エラー受信票

②依頼人へ連絡

⑦金融端末による依頼人口座出金、
未処理口入金、代り金送信指示

システムが自動的に入金を確認し処理を実行
⇒オペレータ処理件数の90%以上を自動化

営業店

④金融端末による入金確認
※オペレータが定期的に確認

④自動入金確認
※15分間隔で自動確認

▐ システム導入前 ▐ システム導入後

紙ベースの処理及び手作業

振込管理システム

その他処理（勘定系ホスト、他行処理等）

オペレータ処理

自動処理

③依頼人へ連絡

営業店にて、紙ベースで全て手作業

①振込資金管理表

電算センター

⑤依頼人からの入金
⑤依頼人からの入金

⑦
処
理
結
果
リ
ス
ト
を

F
A
X
送
信

⑥入金が確認できたら、自動的に
依頼人口座出金、未処理口入金
代り金送信指示、を実行

⑥金融端末による入金確認
※④から継続して実施


